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エゴノリは、岩崎村から大間町に至る海域で漁獲される。平成3""'-14年まで 12年間に、青森県では全国の約48%

を生産したが、漁獲量の年変動が著しし、そこで、安定生産を目的にエゴノリ増殖試験を行うとともに、漁場におけ

る生育関兄を観諜し、高品質な藻体育種のために異なる産地の株間で交雑を試みた。

〈試験研究方法及び結果の概要〉

(1)増殖技術の開発

平成9年から 15年度にかけて、三厩T、病甫町、三樹、操業協同組合の職員および今別東部勝業協同組合員が水

産総合研究センター増養殖抑断におし、て研修事業の一環として採苗したエゴノリ人工種苗を、各年 12月に立縄施

設や縛馳に結着して、今別町嚢月、三厩村、潟甫町櫨作地先の水深5m前後のホンダワラ類藻場に沖出しした。

この結果、裳月地先では、平成5年から9年までの5年間にはあわせて乾燥重量で18kgの持獲に留まっていたが、

人工種苗沖出し後の平成10年には同部Okg、平成U年には同 1，318kgを持獲した。三勝すでは、 U年から種苗を

沖出ししたが、平成12年には同50批と前年の同 1トンに比べ急激に増加した。いずれも人工種苗を沖出しした場所

周辺から漁獲されたことから、地元神業者はそれによる生産増大効果と認めている。しかし、 7月の漁期前の時化に

よる藻体の流失(平成ロ年、墨月地先)やホンダワラ類へのマコンブ、の着生(平成 13年)、立縄施設の伸長(2m

以上)によるホンダワラ類藻場外への流出(平成14年、裳月地知、立縄臨設への植針生巻貝の大量付着による食害

舗作地先)のため、種苗蹴励果が十分に発現しないことがあった。これらに対する改善を試みた平成 15年には、

墨月では乾燥重量で2，962kg、三厩村では同506トンを諦獲できた。事業は完了したが、地元からは人工種苗供給の

要望が強いため、今後は、母藻の提供明笛議関での採苗指導を行う予定である。

(2)エゴノリの好適生育環境調査

平成U年7月8日に墨月地先のエゴノリ漁場にある 15調査地転、漁場外の3地存、で海藻現存量を調べt-::_"

エゴノリ漁場内は岩盤が卓越した。海藻現存量のうちヨレモクが 34%を占め卓越し、次いでエゴノリが 25%、

1年目マコンブが 15%の順となった。ここでは、ヨレモク、トゲモク、フシスジモク、ジョロモク、ノコギリモクの

5種のホンダワラ類が出現し、そのうち 4種にエゴノリが着生した。エゴノリは、現存量全体の 77%がヨレモクに

着生していた。エゴノリ漁場の外では、岩盤、転石、砂州昆じる底質であった。ここでは、海蔀現存量のうちモロイ

トグサが42%を占め、次いでヨレモクが32%、マクサが21%であったヨレモクが海藻現存量に占める害j合は、エ

ゴノリ漁場の内外で大差なかっt-::_"しかし、ヨレモクは、エゴノリ漁場内のものでは重量が平均1505gで、あったのに

対して、漁場外では 4勾と!j型に留まった。これから、ヨレモクは、エゴノリの主要な着生基質とみなされた。

一方、寸分に生長していなし、ヨレモク君拝客は、エゴノリが着生しないため、漁場として利用されないと思われた。

(3)エゴノリの付着形態

ヨレモクへのエゴノリ付着様式の変化を托躍するため、平成14年2月にエゴノリが着生するヨレモクを採取し、

オ探3mlこ設置した延縄式養成施設に結着し、8月まで月ごとにヨレモクの主校長さとエゴノリ付着箇所を計数した。

同時に、毎正時に水温を測定した。

この結果、エゴノリがヨレモクに着生する箇所散の日変化と水温には特期枕関係がみられた。即ち、エゴノリの

銑献枝によるヨレモク主枝への巻き付きは、水温1l'C以下では正の値を示したが、日℃以上では負の値を示した。

また体によるヨレモク主枝への付着は、水温の上昇とともに増加し、 1709'Cで最大となったのち、 21'C前後では急激

に減少した。これから、エゴノリは、水温1l"C以下の冬季には、鈎でヨレモク主技に活発に絡み付き繁殖するが、

それ以上に昇畠すると鈎では絡み付きにくくなり、これを補うように体での付着科舌発になると思われ丸しかし、

21"Cにまで昇温した場合、体で付着できなくなるため、ヨレモク主放から直ちに流失する可能性があると考えられた。

これらの各水温は、エゴノリの養成管理ぞ楕獲の目安になると思われた。
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(4)天然漁場でのエゴノリ増殖状況調査

エゴノリの天然漁場での繁殖状況を明らかにするために、平成15年2寸月と 10月に潟甫地先の水深5mで、エ

ゴノリが着生するホンダワラ類6種(ヨレモク、ヤツマタモク、フシスジモク、アカモク、 トゲモク、ジョロモク)

を約 10個体採取し、主技の長さと着生するエゴノリの個体数、付着箇所、湿重量の関係を求めた。さらに、平成15

年2月に同地先水深 5mにあるエゴ、ノリ漁場に 100rriの観漂区を設け、 2へ6月と 10月にそこに生育するホンダワ

ラ類、エゴノリの生育状況を観察した。

エゴノリ四分胞子体は、各観震を通じて、各種ホンダワラ類の体上に生育してし、た雌!曲目再体は、 10月のみ観

察され、体長O.5-----1.6cmの藻体がヨレモク、ヤツマタモク、トゲモク体上に各々1-----5個体認められたエゴノリ四

分胞子体は、付蕃器を持寸固体が2月に68%であったが、 4-----6月には4%以下となり、ほとんどの個体は鈎による

巻き付きや体で、の付着によってホンダpワラ類lこ着生していた。ホンダワラ類主技1伐m当たりのエゴノリ着生側兄を

観察したところ、エゴノリ湿重量は、 3月に2月の3.4倍に増加して 1.4gとなり、その後大きな変化はなかった。付

着箇所数は、鈎での巻き付きが、 3月口土3.7箇所と 2月の2倍に増加し、 4月以降は215に減少した。しかし、個

体数は4月に3月の3.2倍に増加し、特に付着器を持たな川固体が増肉日した。また、ホンダワラ類の種間で主枝10cm

当りのエゴノリ着生向兄を比較したところ、エゴノリ湿重量は、鈎と体で付着するものが、ヨレモク体上で多く、

4叶月は他撞の3倍以上となった。エゴノリ個体数も、 4月以降ヨレモクで他撞の 1.9-----20.6倍となった。付着掠

体での付着箇所数は、種間で明瞭な差はなかったが、鈎での巻き付き箇所数は、常にヨレモクに多く、 3月には9箇

所と他麗の3倍以上で、あった。 100rriのエゴノリ漁場内には、 2-----6月に7種、約5，∞0個体のホンダワラ類が認め

られ、そのうちヨレモクは93%を占めていた。6月のエゴノリ着生個体の害j合は、ヨレモク 31弘、ヤツマタモク 40%、

フシスジモク 18%であった。このことから、エゴノリ四分胞子体は、ホンダワラ類体上で、 3月まで鈎伏枝を形成し

ながら活発に生長し、 3月から4月にかけて藻体が千切れて分散し、各々生長してホンダワラ類体上で増殖していく

ものと考えられた。本調査では、 4月中頃まで水温が 10"C以下で推移しており、 (3)の結果と一致した。また、雌性

配偶体をホンダワラ類体上に観察したことから、エゴノリ生活史はホンダワラ類体上で完結していることが明らカ斗こ

なった。さらに、ヨレモクの主枝がエゴノリの鈎伏枝の形成に最も適合しているため、ヨレモク群落が、エゴノリ漁

場となっていると考えられた。

(5)品質開蹄増設

平成 11年5-----9月に、今別町嚢月、三厩扶燦問、痢甫田]繍甫、腫作の各地先の水深3""'"'4m!こ生育するエゴノリ

を採取した。採取した藻体を溶融してゲルを調製し、物性の硬さを表す怖み破断強度を求めた。

この結果、何み嚇庁強度は、いずれも経附句に増加したため、採取できた時期が最も遅い藻体で最大値を示した。

即ち、裳月では8月に289g、三厩では9月に379g、瀦甫では8月に418g、艦作では7月に368gで最大となった。

これから、エゴノリ抽出物の硬さは、日本鴇地先のものが津軽海峡地先のものに比べ高いことが分かった

(6)交雑試験

青森県では日本弘津軽淘映の異なる海域lこエゴ、ノリが生育する。そこで、交雑による育種のための基酪均資料を

得るため、県内5地先(深浦町蕗作、同町風合瀬、三厩村六候問、今刑町嚢月、大間町根田内)およて滞潟県出富崎

で採集したエゴ、ノリを用いて正逆交雑した。

その結果、出費蒔♂x風合瀬空、腫作6X風合瀬p、風合瀬♂×鮪旬、墨月♂x出雪崎中、裳月♂x風合瀬字、墨月♂x

三厩平6通りの組み合わせではFl世代、それ以外の 19通りの組み合わせではF2世代の成熟とそれから放出された四

分胞子体の発生まで確認で、きた。紅部土生物学的に同一種でなければ次代が形成されない特性があるため、 F2世代が

次代を形成できる能力を持つものは同種と判断できる。したがって、これまでの観察からは、供試藻体のすべてが同

種とみなされる可能性がある。同種とみなされた場合は、交雑による育種を試みる予定である。

〈今後の問題点〉

エゴノリ四分胞子体の鈴民枝形成と付着基質の太さとの関係、を調査し、ホンダワラ類の種の選択性との関係を検討

する必要がある。また、ホンダワラ類体上に確認しか睦性配偶体は/J型で着生数が少なかったことから、果胞子体を

用いたエゴノリ増殖の可能性について検討する必要がある。

〈鰐初発表・活用状況等〉
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